
1 

 

 

 

 
 



序章 はじめに 

2 

 

 

 

 これまで、３期12年に及ぶ「ふるさと秋田元気創造プラン」により、将来にわたっ

て持続可能な活力ある秋田の実現に向け、本県の有形無形の資源を生かしながら各種

施策・事業を計画的かつ重点的に展開してきました。 

「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」の推進期間が2021年度をもって終了するこ

とに伴い、時代の潮流や本県の現状と課題を踏まえ、新たに「～大変革の時代～ 新

秋田元気創造プラン」（以下「プラン」という。）を策定するものです。 

 プランは、県政運営の指針となる最上位計画であり、各分野の個別計画と一体とな

って効果的かつ効率的に取組を展開していきます。 
 
 

 

 

プランの推進期間は、2022年度から2025年度までの４年間とします。 
 
 

 

 

本県では、2020年３月に、「将来にわたる活力ある地域社会の実現」と「東京一極

集中の是正」を目指した「まち・ひと・しごと創生法」に基づく地方版総合戦略とし

て、2020年度から2024年度までの５年間を推進期間とする「第２期あきた未来総合戦

略」（以下「２期総合戦略」という。）を策定し、人口減少対策と秋田の創生に向け

た取組を推進してきました。 

プランの策定に際し、本県の最重要課題である「人口減少問題の克服」をはじめと

する諸課題と、その解決に向けた重点的な取組分野を明確に示すとともに、県政の基

幹となる総合的な計画をより分かりやすいものにするため、プランに２期総合戦略を

統合します。 

プランは、統合前の２期総合戦略の基本目標の実現に資する施策・取組を含めて構

成しており、プランの策定をもって、２期総合戦略の改訂を行ったものとして取り扱

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 策定の趣旨 

２ 推進期間 

３ 第２期あきた未来総合戦略との関係 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

第３期
ふるさと秋田

元気創造プラン
【2018～2021】

第２期
あきた未来
総合戦略

【2020～2024】

新秋田元気創造プラン
（ 第２期あきた未来総合戦略 ）

※総合戦略の推進期間を１年延長

【2022～2025】
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 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、2015年の国連サミットで加盟国の全会一致で

採択された、2030年までに地球上の“誰一人取り残さない”持続可能で多様性と包摂

性のある社会の実現を目指す17のゴール・169のターゲットから構成される国際目標

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県では、２期総合戦略において、ＳＤＧｓの普及や啓発の観点から各政策と17の

ゴールとの関連性を示すとともに、2021年７月に策定した「秋田県ＳＤＧｓ推進方針」

において、「多様性に満ちた社会づくり」や「女性活躍の推進」、「脱炭素社会の実

現への貢献と経済活性化」を重点的な取組事項として掲げ、ＳＤＧｓのゴールと関連

付けながら各種取組を展開してきました。 

プランの「４年間で創造する“元気”」（第２章参照）

に掲げる「強靱化（レジリエンス）」、「持続可能性（サ

ステナビリティ）」、「存在感（プレゼンス）」、「多様

性（ダイバーシティ）」は、ＳＤＧｓの理念と方向性が一

致するものであることから、経済、社会、環境の三つの側

面における各種主体の取組を促進するなど官民一体となっ

てプランを推進することにより、持続可能な社会の実現に

貢献していきます。 

 

 

 

 

４ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の実現への貢献 

秋田県ＳＤＧｓオリジナルロゴマーク 
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５ プランの構成 

施策の推進に当たって【第７章】 

多様な主体との 
役割分担と協働 

政策評価制度 
による進行管理 行政改革の推進 県民の意見の反映 

防災減災・交通基盤 

生活環境 

自然環境 

新型コロナウイルス 

感染症への対応 

  【第６章】 

検査・医療提供
体制等の確保 

県内経済の 
下支え 

 
選択・集中プロジェクト【第３章】 

 

 

強靱化 
（レジリエンス） 

多様性 
（ダイバーシティ） 

 

 

持続可能性 
（サステナビリティ） 

存在感 
（プレゼンス） 

秋田の目指す将来の姿【第２章】 

最重要課題

人口減少問題の克服

時代の潮流と本県の現状【第１章】 

 

【プロジェクト３】 

デジタル化の推進 

【プロジェクト１】 

賃金水準の向上 
 【プロジェクト２】 

カーボンニュートラル 

への挑戦 

 
重点戦略 
【第４章】 
時代の潮流や社会 
経済情勢の変化に 
対応するために重 
点的に取り組むべ 
き政策 

戦略２ 農林水産戦略 

戦略５ 健康・医療・福祉戦略 戦略６ 教育・人づくり戦略 

戦略１ 産業・雇用戦略 

戦略３ 観光・交流戦略  

基本政策 
【第５章】 
時代の潮流や社会 
経済情勢の変化を 
踏まえつつ、着実 
かつ継続的に取り 
組むべき政策 

戦略４  未来創造・地域社会戦略 

重点戦略に基づく取組のうち、特 
に注力すべきものとして行政資源 
を効果的・効率的に投入するもの 


